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人口・面積( 54. 1. 1)
世 帯　　　　　207, 511
人 口　　　　　628, 213
男　　　　　　317, 973
女　　　　　　310, 240

面積　　　　　53. 25k㎡
人口密度　　　11, 797人/ k㎡

東京都知事選挙は4 月8 日
みんなの手で明るい選挙を

足立区長・区議会議員選挙は4 月22日に

今
年
四
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
ひ
と
っ
は
、八
日
の
東
京
都
知
事
選
挙
、そ
し

て
二
十
二
日
に
は
、
区
長
お
よ
び
区
議
会
議
員
選

挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
一
票
一
票
が
都

政
や
区
政
に
反
映
さ
れ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
必

ず
投
票
す
る
よ
う
今
か
ら
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
東
京
都
知
事
選
挙
は
、
特

例
法
(
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
日

公
布
)
に
よ
り
、
三
月
十
四
日
が
告

示
日
、四
月
(
日
が
投
票
日
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

前
回
(
昭
和
五
十
年
)
の
当
区
に

お
け
る
都
知
事
選
挙
の
投
票
率
は
、

六
八
・
一
八
%
で
、
都
全
体
の
平
均

投
票
率
六
七
・
二
九
%
を
わ
ず
か
に

上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
二
十
二
日
に
行
な
わ

れ
る
足
立
区
畏
の
選
挙
は
、
昭
和
四

十
九
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

っ
て
、
二
十
四
年
ぶ
り
に
復
醺
し
た

も
の
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
選

挙
で
選
ぶ
、
自
治
法
改
正
後
二
度
目

の
選
挙
で
す
。
こ
の
区
長
選
挙
と
同

じ
期
日
に
、
区
議
会
議
貝
選
挙
も
行

な
わ
れ
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
最

も
身
近
な
区
の
首
長
と
議
員
を
選
ぷ

選
挙
で
す
。
す
み
よ
い
足
立
区
を
作

る
た
め

、
必
ず
あ
な
た
の
貴
重
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

身
障
者
の
方
は

郵
便
で

投
票
で
き
ま
す

か
ら
だ
が
不
自
由
で
、
投
票
所
へ

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
の
た
め

に
、
家
に
い
た
ま
ま
郵
便
で
投
票
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
次
に
該
当

す
る
方
が
郵
便
で
投
票
で
き
ま
す
。

▽
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
が
一
級
ま

た
は
二
級
の
方
(
戦
傷
病
の
場
合

は
、
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
の

方
)

▽
心
臓
・
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

障
害
程
度
が
一
級
ま
た
は
三
級
の

方
(
戦
傷
病
の
場
合
は
、特
別
項

症
か
ら
第
三
項
症
の
方
)

な
お
、
郵
便
投
票
を
ご
希
望
の
方

は
、
前
も
っ
て
、
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
の
手
続
き
は
、
障
害
者
手

帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
添
え
て

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
(
区
役
所

三
階
)
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、郵
送
に
は
日
数
が
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、証
明
書
の

請
求
・
投
票
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

政治にあなたの一票を生かそう( 51年に行なわれた衆議院議員選挙風景)

立
候
補
予
定
者
は

必

ず
出
席
を

区
長
・
区
議
会
議
員
選
挙
事
前
説
明
会

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
足
立

区
長
選
挙
、足
立
区
議
会
議
員
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
次
の
と

お
り
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
万
は
、

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
時
に
、
立
候
補
届
出

に
必
要
な
各
種
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
。

日
時
　
区
長
選
挙
・
三
月
二
十
二
日

(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
、
区
議

会
議
員
選
挙
…
一
二
月
二
十
三
日

(金
)
午
後
一
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室

参
加
人
員
　
一
立
候
補
予
定
者
に
つ

き
二
名
ま
で

問
合
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局寄
付
は
贈
ら
な
い

求
め
な
い

受
け
と
ら
な
い

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
、
寄
付

を
求
め
た
り
、ま
た
受
け
と
っ
た
り

す
る
こ
と
は
、法
律
を
お
か
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
は
、
い
つ

い
か
な
る
場
合
で
も
、
ま
た
選
挙
に

関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
名

義
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
も
、

お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
に
す

る
た
め
に
日
頃
か
ら
注
意
の
目
を
注

き
ま
し
ょ
う
。
く
わ
し
く
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

補
助
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

私
立
幼
稚
園
・
幼
稚
園
類
似
施
設
の
園
児
保
護
者

へ

私
立
幼
稚
園
お
よ
び
幼
稚
園
類

似
施
設
園
児
の
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、区
で
は
補
助
金

を
年
二
回
に
分
け
て
支
給
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、昭
和
五
十
三
年

十
月
～
昭
和
五
十
四
年
三
月
ま
で

の
六
か
月
分
(
後
期
分
)
で
す
。

該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
期
分
(
昭
和
五
十
三

年
四
月
～
九
月
ま
で
)
の
申
請
も

れ
の
保
護
者
も
期
限
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、区
内
の
幼
稚
園
類
似
施

設
は
、
松
山
学
園
・
黒
田
学
園
・

花
畑
団
地
幼
児
教
室
の
三
園
で

す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

①
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
以
降

足
立
区
に
住
民
登
録
し
て
い
る

こ
と

②
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類

似
施
設
に
在
籍
し
、
次
の
生
年

月
日
の
幼
児
を
も
つ
保
護
者

・
満
五
歳
(
昭
和
四
十
七
年
四

月
二
日
～
昭
和
四
十
(
年
四

月
一
日
生
)

・
満
四
歳
(
昭
和
四
十
(
年
四

月
二
日
～
昭
和
四
十
九
年
四

月
一
日
生
)

③
保
育
料
を
、
完
納
し
て
い
る
こ

と
▽
支
給
時
期
は
、
三
月
下
旬
の
予

定
受
付
期
限
　
三
月
六
日
(
火
)

な
お
、
今
回
の
受
付
期
限
ま
で

に
五
十
三
年
度
の
補
助
金
申
渭
を

し
な
い
場
合
、
補
助
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
期
限
ま

で
に
申
謂
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
方
法

①
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た

は
幼
稚
園
類
似
施
設
に
在
籍
す

る
園
児
の
保
護
者
に
つ
い
て

は
、
園
に
手
続
き
を
し
、
園
が

一
括
し
て
申
請
す
る
方
法
を
と

っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
後
期

分
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
園
か

ら
一
括
申
謂
済
み
で
す

②
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る

私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類

似
施
設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保

護
者
は
本
人
が
直
接
、
教
育
委

員
会
学
務
課
幼
児
教
育
担
当
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い

(
郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
事
故

が
多
い
た
め
受
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
)

直
接
個
人
で
申
請
す
る
と
き
に
必

要
な
も
の

▽
印
鑑
(
ゴ
ム
印
や
イ
ン
ク
に
よ

る
も
の
は
不
可
)

▽
園
児
在
籍
証
明
書
(
園
児
の
生

年
月
日
の
記
入
が
あ
る
も
の
)

▽
保
育
料
納
入
済
証
明
書
ま
た
は

領
収
書
(
補
助
金
を
三
月
分
ま

で
支
給
し
ま
す
の
で

、
保
育
料

も
三
月
分
ま
で
納
入
し
た
も
の

が
必
要
で
す
)

▽
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号

を
確
認
で
き
る
預

金
通

帳
。(

支
給
は
、
銀
行
振
込
み
に
よ

り
行
な
い
ま
す
)

そ
の
他

①
住
所
を
移
転
し
た
方
は
、
そ
の

区
に
住
ん
で
い
た
月
分
(
住
民

登
録
し
て
い
た
期
間
)
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
市
町
村
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い

②
申
謂
書
類
は
、
教
育
委
員
会
学

務
課
幼
児
教
育
担
当
ま
た
は
幼

稚
園
に
備
え
て
あ
り
ま
す

く
わ
し
く
は
、学
務
課
幼
児
教

育
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

すずか

け 先
日
、
四
月

オ
ー
プ
ン
予
定

の
区
立
総
合
体

育
館
を
見
て
ま

い
り
ま
し
た
。

必
ず
区
民
の
皆

さ
ま
の
健
康
・

体
力
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
気

軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
る
も

の
と
意
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
健
康
と
い
う
こ
と
が

大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
「

健
康
に
ま
さ
る
幸
わ
せ
な
し
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
幸
福
の
第

一
条
件
は
何
と
い
っ
て
も
日
々
の

健
康
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
管
理
は
、
従

来
の
よ
う
な
「
病
気
に
か
か
っ
て

か
ら
冶
す
」
と
い
う
事
後
療
法
の

み
で
は
十
分
で
な
く
、
ひ
し
ろ

「
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
な
丈

夫
な
体
を
つ
く
る

」
と
い
っ
た
積

極
的
な
「
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ

く
り
」
こ
そ
重
視
さ
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

今
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
老
人

会
館
に
も
、
娯
楽
室
や
浴
室
と
と

も
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
研

修

室
、
人
工
芝
を
敷
い
た
屋
上
な
ど

も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
老
後
・

余
生
な
ど
と
言
わ
ず
、
積
極
的
に

人
生
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
長
　
長
谷
川
　
久
勇

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

倒
産
防
止
共
済
制
度

加
入
促
進
の
資
金
を
貸
付

区
で
は
、中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、中
小
企

業
倒
産
防
止
共
済
制
度
加
入
の
た
め

の
掛
金
を
賃
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
付
限
度
額
は
、一
企
業
6
0
万
円

以
内
で
無
利
子
、貸
付
期
間
は
6
2
か

月
の
均
等
割
賦
償
還
で
す
。連
帯
保

証
人
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

法
人
の
場
合
代
表
者
個
人
の
連
帯
保

証
人
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
　

商
工
係

入
寮
者
を
募
集

区
立
勤
労
青
少
年
寮

都
内
の
中
小
企
業
に
動
務
す
る
青

少
年
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
て
、区

立
動
労
青
少
年
寮
の
入
寮
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
三
十
名

申
込
方
法
　
入
寮
申
込
書
、勤
務
証

明
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
(
応
募
用
紙
は
区
立
勤
労

青
少
年
寮
、商
工
係
に
あ
り
ま
す
)

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
に

は
、
抽
選
に
よ
り
入
寮
者
お
よ
ぴ

補
欠
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
資
格
　
単
身
男
子
で
溂
十
五
歳

か
ら
膺
二
十
三
歳
ま
で

。
そ
の
他

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

、
く
わ
し

く
は
商
工
係
へ
ど
う
ぞ
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
商
工
係

映
画
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

広
報
映
画
「
環
境
編
」
が
完
成

区
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
々
に
区
政
を
正
し
く
知
っ
て
も

ら
う
目
的
で
、
昭
和
四
十
(
年
度

か
ら
広
報
映
画
「
私
た
ち
の
足
立
」

シ
リ
ー
ズ
を
製
作
し
て
い
ま
す

。

こ
の
ほ
ど
そ
の
六
作
目
と
し
て
　

「
環
境
編
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

1
6
ミ
リ
は
中
央
図
書
館
で
、
8
ミ

リ
は
広
報
課
で
賃
出
し
し
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
課
で
貸
出
し
し
て

い
る
8
ミ
リ
映
画
は
、
カ
セ
y
卜

式
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
簡
単

に
使
用
で
き
ま
す
。
『
私
た
ち
の

足
立
』
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、日

本
昔
話
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
マ
ン
ガ

映
画
、
チ
ヤ
y
プ
リ
ン
シ
リ
ー
ズ
、

さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学
、
旅

行
な
ど
の
フ
ィ
ル
ム
を
約
四
十
太

用
意
し
て
い
ま
す
。
誕
生
会
や
パ

ー
テ
ィ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
'
ン

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
、
電
話
で
広
報
課
へ

ど
う
ぞ
。

あ
な
た
の
声
を
生
か
そ
う

区
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
中
で
す

区
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

募
集
人
員
　
五
十
名

任
期
　
五
十
四
年
四
月
一
日
～
五

十
五
年
三
月
末
日

応
募
期
限
　
二
月
十
四
日
(
水
)

提
出
書
類
　
区
政
モ
ニ
タ
ー
申
込

書
と
簡
単
な
応
募
作
文

そ
の
他
・
問
合
せ
先
　
応
募
賢
格

や
謝
礼
な
ど
く
わ
し
く
は
、
広

報
課
広
聽
担
当
へ
ど
う
ぞ
。

あなたもどうぞ

施設見 学 会

区
の
施
設
に
つ
い
て
、理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

区
で
は
施
設
見
学
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。今
回
は
、都
の
施
設
を

含
め
て
、
次
の
要
領
で
行
な
い
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
二
月
二
十
日
(
火
)
・
二

十
一
日
(
水
)
の
二
日
間
(
各

日
と
も
、午
前
九
時
二
十
分
ま

で
に
区
役
所
前
集
合
。午
後
三

時
三
十
分
頃
区
役
所
前
解
敵
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
満
二
十

歳
以
上
の
方

見
学
施
設
　
足
立
清
掃
工
場
・
竹

の
塚
温
水
プ
ー
ル
・
か
台
処
理

場
・
小
台
児
童
館
(
老
人
館
)

定
員
　
一
日
二
十
名
、
計
四
十
名
(

た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
逸
に
な
り
ま
す
)

申
込
期
間
　
二
月
五
日
(
月
)
～

九
日
(

金
)

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

申
込
方
法
・
申
込
先
　
電
話
で
広

報
課
へ

。

今回見学する装い新
たになった足立清掃
工場
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消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

足
立
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー

解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
も
し
ま
す

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
の
商
品
の
安
全
性

や
品
質
、消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
な

ど
、疑
問
や
不
審
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
と
き

な
ど
、
お
気
軽
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
な
が
ら
解
決

の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
、
よ
り
よ
い
く
ら
し
作
り
の

た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

不
満
を
も
つ
人
は

九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

―
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
―

昨
年
の
夏
、
区
内
に
お
住
い
の
消

費
者
五
百
名
を
対
象
に
「
消
費
生
活

に
つ
い
て
」と
超
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
鯛
査
結
果
を
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
ま
す
。

<
く
ら
し
は
一
年
前
に
比
べ
、
楽
に

な
り
ま
し
た
か
>

回
答
は
「
変
わ
ら
な
い
」
が
四
二
%

、
「
苦
し
く
な
っ
た
」
が
四
七
%
、

「
楽
に
な
っ
た
」
は
、
わ
ず
か
(
%

で
し
た
。

特
に
衣
料
と
貯
蕃
が
苦
し
く
な
っ

た
と
答
え
た
人
が
多
く
、ま
た
住
居
、

貯
蓄
、
趣
味
、
娯
楽
を
今
後
充
実
し

た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

<
日
常
の
消
費
生
活
の
中
で
、
不
満

や
苦
情
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
>「

あ
る
」
が
九
一
%
と
、
物
価
の

値
上
り
や
商
品
の
品
質
、
サ
ー
ビ
ス

へ
の
不
満
を
持
つ
人
が
多
い
よ
う
で

す
。「

商
品
管
理
が
悪
く
、
粗
悪
品
を

販
売
す
る
」
「
生
鮮
食
品
の
鮮
度
が

悪
い
」
「
パ
'
ク
桔
め
ば
か
り
で
、

賈
う
の
に
不
便
」
な
ど
、
食
料
品
へ

の
不
満
。
「
作
り
が
雑
」
「
大
き
さ

が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
」
「
防
水
加

工
が
悪
い
」
と
い
う
、
衣
料
品
へ
の

不
満
が
で
て
い
ま
す
。
他
に
も
一
気

製
品
に
対
し
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

が
悪
い
」
と
い
う
回
答
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

<
こ
れ
ら
の
不
満
や
苦
情
を
、
ど
こ

か
へ
申
し
出
ま
し
た
か
>

回
答
で
は
「
ど
こ
に
も
申
し
出
な
　

い
」
が
二
〇
%
も
あ
り
、
そ
の
理
由

は
「
面
倒
だ
か
ら
」
「
自
分
で
修
理

し
た
」
「
苦
情
を
処
理
す
る
機
関
を

知
ら
な
か
っ
た
」
「
解
決
へ
の
期
待

が
持
て
な
い
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

現
在
最
も
関
心
の
あ
る

消
費
者
問

題
は

○
食
品
の
安
全
性
　
○
預
金
金
利
の

率
　
○
危
険
商
品
・
欠
陥
商
品
　
○

円
高
差
益
の
還
元
　
○
賢
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
が
上
位
を
占
め
、
経

済
情
勢
の
変
助
に
強
く
関
心
が
向
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
寄

せ
ら
れ
た
S
重
な
資
料
を
も
と
に
、

今
後
と
も
消
費
者
の
立
場
に
立
ち
、

消
費
者
行
政
の
推
進
を
は
か
っ
て
い

き
ま
す
。

注

文

し

な

い

商

品

が

送

ら

れ

て

き

た

が

《
相
談
》

注
文
を
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、

百
科
辞
典
セ
ッ
卜
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

代
金
二
万
五
千
円
を
所
定
の
口
座

に
振
込
む
よ
う
指
示
が
あ
り
、
も
し

賈
わ
な
い
と
き
は
返
送
す
る
よ
う
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。

買
う
気
持
は
な
い
が
、
返
送
す
る

義
務
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

《
回
答
》

こ
の
よ
う
な
売
り
方
は

、
ネ
ガ
テ

イ
ブ
ー
オ
プ
シ
'
ン
と
か
押
し
付
け

商
法
と
よ
ば
れ
、
一
方
的
に
商
品
を

送
付
し
、
は
っ
き
り
と
し
た
意
思
表

示
や
返
送
し
な
い
限
り
、
商
品
を
購

入
し
た
も
の
と
見
な
し
て
代
金
を
請

求
す
る
や
り
方
で
す
。

こ
の
場
合
、
購
入
の
意
思
表
示
が

な
い
限
り
契
約
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

請
求
さ
れ
て
も
代
金
を
支
払
う
磯

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
商
品
の
返
送
に
つ
い
て

の
義
務
も
な
く
、
当
然
返
送
費
を
負

担
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
商
品
を
受
取
っ
た
日
か
ら
三
か
月
(

業
者
に
商
品
引
取
り
要
求
を
し
た

場
合
は

】
か
月
)

経
過
す
る
と
、
業

者
は
商
品
を
返
し
て
も
ら
う
権
利
を

失
い
、
受
取
っ
た
人
が
自
由
に
処
分

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
放
置
し
て
お
く
と
代
金

を
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
ま
す
の
で
、配
達
証
明
・
内
容
証

明
郵
便
で
万
一
の
た
め
に
、
業
者
に

連
絡
し
て
お
い
た
方
が
無
難
で
す
。

消

費

者

セ

ン

タ

ー

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

区
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ

と
は
、か
な
り
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
ど
ぅ
い
う
と
こ
ろ
か
、
な

に
を
す
る
と
こ
ろ
な
の
か
知
ら
な
い

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
、
正
し
い
消
費
者
運
動
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
消
費
生

活
の
保
護
の
立
場
か
ら
「
見
る
、
知

る
、
聞
く
、
考
え
る
、
試
め
す
」
を

機
能
と
し
、
広
く
皆
さ
ん
の
ご
利
用

に
供
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
皆
さ
ん
が
日
常
使
っ
て

い
る
生
活
用
品
の
品
質
、性
能
、安
全

性
な
ど
、
不
安
を
感
じ
た
り
疑
問
を

も
っ
だ
商
品
テ
ス
ト
、
消
費
者
グ
ル

ー
プ
の
集
会
、
消
費
者
自
身
の
知
識

習
得
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
講
が

禁
止
さ
れ
ま
す

「
あ
な
た
ご
き
身
が
ま
ず
加
入
し
、
一

定
の
お
金
を
払
い
込
み
、
新

し
か
会
員
二
名
を
加
入
さ
せ
る
だ
け

1
で
、
払
い
込
ん
だ
数
十
倍
も
の
お
金
が

手
元
に
返
っ
て
き
ま
す
」

皆
さ
ん
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
言

葉
た
く
み
な
勧
誘
を
さ
れ
た
方
心
い

ら
っ
し
や
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
が
一
般
に
ネ
ズ
ミ
講
と
呼
ぱ

れ
る
勧
誘
の
方
法
で
す
。

そ
れ
で
は
ネ
ズ
ミ
講
の
仕
組
み
と
と
は
ど
ん
な
も
の
か

ご
説
明
し
ま
す
。

○
講
に
加

入
す
る
と

、
一
定
の

金
額
を
本

部
や
先
輩

会
員
に
送

金
す
る

○
最
低
二

名
の
新
会

員
を
加
入

さ
せ
る
こ

と
が
条
件

○
加
入
さ

せ
た
自
分

の
子
会
員

が
、
さ
ら

に
新
会
員

を
加
入
さ

せ
、
こ

の
過
程
を
く
り
返
し
自
分
の
子
孫

会
員
が
一
定
数
に
達
す
る
と

、
本

都
や
子
孫
会
員
か
ら
自
分
の
支
出

し
た
額
を
上
回
る
金
額
が
送
ら
れ

て
く
る

以
上
が
組
織
の
仕
組
み
で
す
。
し

か
じ
、
人
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
代

を
重
ね
て
い
く
と
二
十
七
代
で
日
本

の
人
口
を
オ
ー
バ
ー
し
い
つ
か
は
破

た
ん
す
る
性
質
の
も
の
で
末
端
の
多
く
の
会
員

が
被
誉
者
ど
な
り
ま
す
。

甘
い
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
、
財
産
や

信
用
を
失
い
、
あ
げ
く
は
自
殺
に
追

い
や
ら
れ
る
悲
劇
も
、
数
多
く
例
が

み
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
は
法
律
で
の
規
制
が
な

く
、
野
放
し
の
状
肋一
で
し
た
が
今
度

「
無
限
連
鎖
諱
の
防
止
に
関
す
る
法

律
」
が
成
立
し

、
ネ
ズ
ミ
講
が
全
面

的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
い
か
な
る
人
で

も
ネ
ズ
ミ
講
を
開
設
・
運
営
し
た

り
、
も
し
く
は
勧
誘
す
る
こ
と
、
ま

た
講
に
加
入
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。

も
し
法
律
に
反
し
て
、ネ
ズ
ミ
講

を
開
設
し
た
り
連
営
し
た
場
合
は
、

懲
役
や
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
今
年
の
五
月
十
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
の
期
間
に
、巧
妙
な
手
口
を
使
っ

て
駆
け
込
み
勧
誘
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

街
頭
な
ど
で
勧
誘
を
受
け
た
場
合

で
も
、
ネ
ズ
ミ
講
で
あ
る
か
ど
う
か

を
よ
く
見
き
わ
め
、
拒
絶
す
る
態
度

を
示
し
、
加
入
し
な
い
よ
う
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

ま
す
は
あ
な
た
自
身
が
注
意
し
、

甘
い
腸
い
に
乗
ら
な
い
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
す
。

ジャムの
試買テスト

水アメの使用数は

53%

食
卓
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
ジ
ャ

ム
が
あ
り
ま
す
が
、
近
頃
で
は
果
実

を
つ
ぶ
し
砂
糖
を
加
え
、
煮
詰
め
る

だ
け
で
で
き
る
ジ
ャ
ム
を
家
庭
で
つ

く
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
工
業
的
に
は
砂
糖
の
他

プ
ド
ウ
糖
や
果
糖
、
水
ア
メ
な
ど
を

加
え

、
さ
ら
に
香
料
や
酸
味
料
を
添

加
し
て
つ
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
販
さ
れ
る
ジ
ャ
ム
に
は
、
砂
糖

だ
け
便
用
の
も
の
や
水
ア
メ
を
多
く

使
っ
た
も
の
も
あ
り
、
品
質
や
価
格

に
差
が
み
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
区
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る

四
十
七
点
を
試
貿
し
て
、
水
ア
メ
の

含
有
と
価
格
に
つ
い
て
テ
ス
ト
を
し

て
み
ま
し
た
。

試
買
品
の

二
十
五
点
に
水
ア
メ

テ
ス
ト
の
結
果
は
、
水
ア
メ
の
入

っ
た
も
の
が
二
十
五
点
も
あ
り
、
全

体
の
五
三
%
を
占
め
ま
し
た
。

水
ア
メ
入
り
の
表
示
は
あ
り
ま
し

た
が
、
国
産
と
輸
入
品
を
比
べ
る
と
、

国
産
品
に
多
く
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
サ
y
カ
リ
ン
な
ど
合
成
甘

味
料
は
ど
れ
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

価
格
の
安
い

水
ア
メ
入
り

水
ア
メ
は
原
料
と
し
て
砂
糖
よ
り

ず
っ
と
安
価
な
た
め
、
水
ア
メ
使
用

の
ジ
ャ
ム
は
一
般
に
価
格
が
安
い
よ

う
で
す
。

ま
た
、
輸
入
品
は
平
均
す
る
と
、

百
グ
ラ
ム
当
り
百
六
十
三
円
で
国
産

の
平
均
九
十
二
円
の
二
倍
近
い
価
格

が
で
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
輸
入
品

に
は
珍
し
い
原
料
を
用
い
た
も
の
が

多
く
、
あ
な
が
ち
高
い
と
決
め
つ
け

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

目
立
つ
量
目
不
足

内
容
量
が
表
示
よ
り
不
足
し
て
い

た
品
が
十
五
点
と
、
全
体
の
三
二
%

を
占
め
、
a
目
不
足
が
か
な
り
め
だ

っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
国
産
の
袋
入
り
ジ
ャ
ム

の
よ
う
に
、
表
示
量
よ
り
八
%
も
不

足
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

□
皆
さ
ん
も
お
貿
い
求
め
の
と
き
は

原
材
料
名
や
製
造
年
月
日
、
量
目
を

よ
く
確
め
て
く
だ
さ
い
。

<試買テスト結果>

*果実の形をくずさずにそのままジャ厶にしたもの

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

利
用
法
の
座
談
会
も
あ
り
ま
す

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る

相
談
の
な
か
で
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
の
苦
情
も
多
く
の
割
合
を
占

め
て
い
ま
す
。

内
容
は
「
シ
ミ
が
つ
い
た
」
「
極

喘
に
縮
ん
だ
」
「
紛
失
し
た
」
な
ど

が
多
く
、
原
因
か
つ
か
み
に
く
く
解

決
に
困
難
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

次
の
よ
う
な
点
に
心
が
け
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
時

○
洗
た
く
物
に
は
名
前
を
縫
い
込
ん

で
お
く

○
シ
ミ
や
ホ
ツ
レ
が
あ
る
と
き
は
、

店
員
と
共
に
確
認
し
て
お
く

○
特
殊
な
加
工
の
も
の
は
、
グ
リ
ー

ニ
ン
グ
で
き
る
か
確
認
し
、
皮
・

和
服
な
ど
は
専
門
店
に
依
頼
す
る

○
預
り
証
を
必
ず
受
け
取
り
、
品
物

は
預
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
き
た
ら

○
検
品
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
出
し

て
保
管
す
る
(
長
期
間
入
れ
て
お

く
と
袋
に
残
る
溶
剤
で
生
地
が
痛

ひ
と
き
が
あ
る
)

も
し
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
ら
、こ

じ
れ
な
い
う
ち
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

シ
ミ
抜
き
実
演
と

座
談
会

家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
シ
ミ
抜
き

方
法
の
実
演
と
消
費
者
座
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
十
六
日
(
金
)
　
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
消
賢
者
セ
ン
タ
ー

定
員
　
五
十
名

講
師
　
都
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛
生

同
業
組
合
専
務
理
事
　
佐
々
木
氏

申
込
期
限
　
二
月
十
四
日
(
水
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
質
者
セ
ン
タ

ー
　
　
(
七
〇
-
一
三
九
一
～
二

消費生活相談の受付は
月～金曜日　午前　10: 00

～午後　4: 00
消費者テレフォン

( 870) 1301

お気軽にご相談ください

区の安売りデー

区
で
は
毎
月

、一
定
日
に
豚
肉
・
魚
・

野
菜
の
安
売
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
の
表
示
の
あ
る
店
で
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

○
豚
肉
　
赤
い
の
ぽ
り
の
旗
の
あ
る
店

で
、
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日

○
魚
　
青
い
の
ぽ
り
の
旗
の
あ
る
店

で
、
毎
月
第
三
金
曜
日

○
野
菜
　
緑
の
た
れ
幕
の
あ
る
店
で
、

毎
月
第
三
水
曜
日

16ミリフィルムを

貸出しています

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生
活

に
関
す
る
1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
、
無
料

で
貸
出
し
し
て
い
ま
す
。

貸
出
期
間
は
三
日
以
内
で
本
数
は
二

本
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、映
写
機
の
操

作
は
映
写
機
操
作
講
習
会
の
修
了
証
を

お
持
ち
の
方
に
限
り
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
は
「
か
し
こ
い
消
9
者
か

ら
行
動
す
る
消
費
者
へ
」な
ど
、
九
本

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

貸
出
し
を
ご
希
望
の
方
は
、
使
用
日

の
三
日
前
ま
で
に
直
接
消
費
者
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

S
G

マ
ー
ク

左
図
の
よ
う
な
マ
ー
ク
付
の
商

品
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

乳
母
車
や
歩
行
器
、シ
ョ
ッ
ピ

ン
ク
カ
ー
ド
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ヶ
I

ト
な
ど
、
安
全
基
準
に
合
格
し
た

商
品
に
つ
い
て
い
ま
す
。

マー
ク
に
表
示
の
有
効
期
間
内

に
人
身
事
故
が
生
じ
た
と
き
、
被

害
者
一
人
に
最
高
一
千
万
円
ま
で

賠
償
す
る
も
の
で
す
。

六
十
日
以
内
に
事
故
届
を
製
品

安
全
協
会
か
地
方
通
産
局
流
通
消

費
課
へ
提
出
す
れ
ば
、
協
会
で
は

事
故
原
因
、
過
失
の
有
無
を
認
定

し
、
製
品
に
欠
陥
が
あ
れ
ば
賠
償

を
し
ま
す
。

米
飯
提
供
業
者
の
方
は

登
録
の
更
新
を

飲
食
店
、
旅
館
な
ど
米
飯
提
供

業
者
は
、
三
年
ご
と
に
登
録
更
新

を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
昭
和
五
十
一
年
度
登
録
者

申
請
期
間
　
二
月
二
十
日
(
火
)～
二

十
三
日
(
金
)

持
参
す
る
も
の
　
旧
登
録
禀
・
印

か
ん
・
保
健
所
の
営
業
肝
可
証

更
新
手
数
料
　
八
百
円

ま
た
、
食
品
衛
生
法
に
よ
る
営

業
許
可
を
受
け
た
業
者
で
、
ま
だ

米
飯
提
供
業
者
の
登
録
を
受
け
て

い
な
い
方
も
受
付
け
ま
す
。
こ
の

登
録
手
数
料
は
千
五
百
円
で
す
。

問
合
せ
先
　
消
費
生
活
係
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福

祉
の

充 実 を
め ざ し

て

いろいろな事業を実施しています

豊かで健全な暮しは誰 もの願いです。

区では、 お年 寄りの方 や身体 のご不

自由 な方、 急な病気のために児 童の保

育がで きない方を対象にし た 事 業 な

ど、 社会福祉の充実をめざして 数多く

の 福祉事業を実施してい ます。
該当の方はご利用ご活用 ください。

手
当
金
を
支
給

未
申
請
の
方
は
手
続
き
を
ど
う
ぞ

児
童
(育成
)

手
当
金

児
童
(
育
成
)
手
当
金
二
月
期
支

払
分
(
昭
和
五
十
三
年
十
月～
昭
和

五
十
四
年
一
月
)
は
、
二
月
十
日
に

指
定
の
金
融
機
関
に
振
込
み
ま
す
の

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
支
払
分
か
ら
住
民
税
に
係
る

所
得
割
額
の
な
い
方
は
六
千
円
に
引

き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

身
障
手
帳

三
級
の
方
に
も

三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
に
も
、
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上

・
愛
の
手
帳
三
度
以
上
・
進
行
性

筋
萎
縮
症
・
脳
性
マ
ヒ
で
、
い
ず

れ
も
二
十
歳
以
上
の
方

支
給
制
限
　
老
人
福
祉
手
当
、
難
病

手
当
の
受
給
者
、
施
設
に
入
所
の

方
に
は
支
給
し
ま
せ
ん

支
給
月
額
　
身
体
障
害
三
級
は
二
千

円
、
他
は
七
千
円

申
請
に
必
要
な
も
の
　
身
体
障
害
者

手
帳
、
ま
た
は
愛
の
手
帳
・
住
民

票
・
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)

・
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
徭

老
人
医
療
証
を

交付
します

区
内
に
居
住
し
、
繝
六
十
五
歳
以

上
の
方
で
、
ま
だ
老
人
医
療
証
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
時
は
、
交
付
申

躊
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
を
受
け
る
と
保
険
診
療
に
係

る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
公
費
で

助
成
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
除
か
れ
ま
す
。

○
社
会
保
険
の
被
保
険
者
・
本
人

○
生
活
保
護
受
給
者

○
前
年
度
の
所
得
が
、
所
得
制
限
順

を
超
え
る
方
(
表
参
照
)

○
健
康
保
険
未
加
入
者

ま
た
、
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
住
所
・
氏
名
の
変
更
、
区
外
へ

転
出
、
健
康
保
険
の
変
更
等
が
あ
っ

た
と
き
は
届
出
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
医
療
助
成
係

53年度所得制限額表 ( 上段は所得金額、下段は収入金額)

( 寿) 国の制度 ( 福) 都の制度

ま
さ
か
に
備
え

防
災
訓
練
を

昨
年
は
、
南
関
東
地
方
六
十
九

年
周
期
説
に
よ
る
危
険

期

に
入

り
、
加
え
て
伊
豆
近
海
沖
地
震
、

宮
城
県
沖
地
震
と
発
生
し
、
多
く

の
被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
地
震
の

多
い
一
年
で
し
た
。

地
震
は
無
差
別
に
予
告
も
な
し

に
起
こ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
町

ぐ
る
み
の
初
期
消
火
な
ど
の
自
主

訓
練
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
訓
練
な
し
に
は
J

ざ
"
と
い
う
時
、
思
う
よ
う
な
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
訓
練
が
役
立
つ
の
は
、

地
震
の
時
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
普
段
の
火
災
や
そ
の
他
の
災

害
時
の
行
動
に
も
共
通
す
る
こ
と

で
、
地
震
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別

な
訓
練
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

例
年
、
こ
の
時
期
は
火
災
が
名

歎
発
生
し
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
た
め
、
大
規
模
な
火
災
と
な
り

亭
す
く
、
燃
え
上
が
る
火
の
粉
多

前
に
茫
然
と
立
ち
つ
く
す
だ
け
で

は
、
全
て
が
灰
と
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。

ど
の
よ
う
な
災
害
に
お
い
て

も
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
万
】火
災
が
発

生
し
た
場
合
で
も
、
す
ば
や
く
消

火
す
る
こ
と
で
、
災
害
の
拡
大
を

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
区
で
は
災
害
に
備

え
て
町
会
・
自
冶
会
単
位
の
馴
練

の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

三
角
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を
実
際
に

手
に
取
り
、
一
人
一
人
が
便
い
方

を
マ
ス
タ
ー
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
多

数
の
町
会
・
自
治
会
で
積
極
的
に

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
町
で
も
ぜ
ひ
馴
練
の

実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、防
災
馴
練
で
使
用
し
た

消
火
器
の
補
充
は
、
補
充
要
綱
に

よ
り
区
で
行
な
い
ま
す
。

◎
防
災
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
防
災
課
へ
ど
う
ぞ
。

こ
ん
な
仕
事
も
し
て
い
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
緊
急
一
時

保

護

制

度

母
親
が
お
産
し
た
り
、病
気
で
病

院
へ
行
く
必
要
が
で
き
た
と
き
な
ど

に
、昼
間
だ
け
児
童
を
一
時
保
護
す

る
制
度
で
す
。

預
か
る
方
　
山
本
治
枝
(
青
井
三
-

一
七
―
六
七
　
　
(
(
六
-
四
七

九
〇
)
　

池
田
克
子
(
西
伊
興
町

五
二
上
(
ニ
　
　
(

五
三
上
(
二

四
七
)
　

佐
野
郁
子
(
古
千
谷
二

上
(
上

三
　
　
(

九
七
-
四
(

四
九
)
　

早
川
ヨ
リ
子
(
竹
の
塚

一
一

一
九
1
一
五
　
　
(
(

五
一

三
(
五
〇
)
　

稲
垣
由
美
子
(
花

畑
四
一
九
上

二
　
　
(
(

五
-

四
七
(
三
)
　

細
井
(
重
子
(
稜

瀬
四
一

一
九
-
二
○
　
　

六
二
〇

上

四
〇
(
)

預
か
る
児
童
　
生
後
三
か
月
以
上
、

学
齢
未
膺
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
(
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
の
必
要
最
少
時
間

保
護
の
料
金
　
一
時
間
に
つ
き
二
百

円
、
五
時
以
降
は
一
時
間
に
つ
き

三
百
円
。
た
だ
し
生
活
困
窮
世
帯
(

生
活
保
護
受
給
世
帯
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
)
は
、
料
金
免
除

依
頼
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
預
か
る
方

に
、
直
接
一

話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

そ
の
他
　
案
内
図
等
は
出
張
所
、
福

祉
事
務
所
、
保
健
所
に
あ
り
ま
す

問
合
せ
先
　
福
祉
部
管
理
係

障
害
者
の

お
世
話
を
し
ま
す

心
身
障
害
者
を
か
か
え
て
い
る
世

帯
に
対
し
、
区
内
の
家
政
婦
紹
介
所

か
ら
家
政
婦
を
派
遣
し
て
、
身
の
回

り
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

対
象
者
　
身
体
障
客
者
一
・
二
級
、

愛
の
手
帳
一
～
三
度
、脳
性
マ
ヒ
、

進
行
性
筋
委
縮
症
か
同
程
度
以
上

の
障
害
が
あ
る
ご
家
庭
で
、
障
害

者
を
介
護
す
る
万
が
疾
病
等
に
よ

り
、
介
護
が
一
時
的
に
困
難
に
な

っ
た
世
帯
。
た
だ
し
、
福
祉
事
務

所
か
ら
家
庭
奉
仕
員
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
　
食
事
、
洗
濯
、

掃
除
、
身
の
回
り
の
お
世
話
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん
、
身

陣
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
診
断
一

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

自
動
車
の
教
習

費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

身
体
に
陣
害
の
あ
る
方
が
、
自
動

車
連
転
免
許
を
取
得
す
る
と
き
、
教

習
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

は
、
教
習
所
に
入
所
と
同
時
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者

○
適
性
試
験
に
合
格
し
、
教
習
所
に

入
所
を
承
認
さ
れ
る

○
身
障
手
帳
三
級
以
上
、
内
都
障
害

四
級
以
上
、
下
肢
体
幹
機
能
障
害

五
級
以
上
で
歩
行
困
難
者

○
前
年
所
得
税
額
が
四
十
万
円
以
下

○
三
か
月
以
上
足
立
区
に
居
住

申
請
に
必
要
な
も
の

住
民
票
・
身
障
手
帳
・
所
得
証
明

書
・
教
習
所
の
入
所
承
認
一
・
印

か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

仕

事

を
求

め

て

い

ま

す

事
業
主
の
皆
さ
ん
発
注
く
だ
さ
い

高
齢
者
事
業
団
も
昨
年
の
四
月
に

発
足
し
て
、
十
か
月
た
ち
ま
し
た
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
「
手
軽
に
仕
事

を
頼
め
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
な
あ
」

と
、考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
事
業
団
に
発
注
を
お
願

い
し
ま
す
。

生
き
が
い
を
仕
事
を
求

め
る
高
齢
者
の
自
主
的
な

団
体
で
、
会
員
は
豊
か
な

経
験
を
持
つ
お
年
寄
り
ば

か
り
で
す
。

簡
単
な
大
工
仕
事
、
筆

記
・
筆
耕
、
一
般
事
務
や

経
理
、
屋
外
の
軽
易
な
作

業
、
外
交
な
ど
専
門
知
識

や
技
術
を
必
要
と
す
る
も

の
か
ら
軽
易
な
仕
事
ま
で

ど
ん
な
仕
事
で
も
、
電
話

一
本
で
お
受
け
し
ま
す
。

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
仕
事
を
行
な
う
丁
寧

さ
と
ま
じ
め
さ
が
、
事
業
所
等
で
喜

ば
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
高
齢
者
事
業
団

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
区
高
齢
者
事
業
団

事
務
局
(
千
住
五
⊥
(
(
　
　
(

七
〇
上
(
二
二
二
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は
な

く
な
る
で
し
ょ
う
か
(
1
)

部
落
差
別
は
、
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
、年
月
の
た
つ
に
つ
れ
て
自

然
に
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
″

う
。
今
さ
ら
ね
た
子
を
起
こ
す
よ

う
な
こ
と
を
し
な
い
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
I
つ
か
。こ
の
よ

う
な
考
え
方
は
明
治
三
十
年
代
か

ら
か
な
り
強
く
な
り
ま
し
た
。し

か
し
、
そ
れ
か
ら
七
十
年
、
部
落

差
別
は
、
自
然
に
な
く
な
っ
て
い

く
ど
こ
ろ
か
、
賢
本
主
義
の
世
の

中
の
し
く
み
に
組
み
入
れ
ら
れ
て

温
存
助
長
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て

も
い
い
す
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ね
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
い

う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
「
苦
し
か
っ
た
曹
の
差

別
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い

。
ま
し

て
、
何
も
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

に
、
親
と
同
じ
つ
ら
さ
を
味
あ
わ

せ
て
く
れ
る
な
。
差
別
を
墸
り
起

こ
し
て
何
を
し
て
く
れ
た
の
か
」

と
い
う
、畏
い
年
月
に
わ
た
っ
て
、

差
別
的
な
発
言
の
場
に
出
会
っ
た

り
、
差
別
を
受
け
て
こ
れ
と
た
た

か
っ
た
大
た
ち
の
切
実
な
願
い
で

あ
り
、
過
去
の
行
政
や
教
育
に
対

す
る
不
信
の
声
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
民
主
化
、近
代
化
の
進
ん

だ
今
日
、
今
さ
ら
同
和
同
和
と
い

う
か
ら
、
か
え
っ
て
差
別
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
か
、
「
伺
も

知
ら
な
か
っ
た
の
に
、
差
別
差
別

と
堀
り
起
こ
す
か
ら
お
か
し
い
気

持
に
な
る

」
な
ど
と
言
う
大
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ

も
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
無
知
で

あ
っ
た
り
、
誤
っ
た
考
え
を
持
っ

て
い
る
人
の
声
で
す
。

部
落
差
別
は
、
就
職
・
教
育
・

居
住
な
ど
の
生
活
実
態
に
も
、
婚

約
や
交
際
を
拒
む
な
ど
心
の
上
で

も
、
は
っ
き
り
事
実
と
し
て
存
在

し
て
い
ま
す
。
「
ね
た
子
を
お
こ

す
な
」
式
の
考
え
方
は
、
部
落
差

別
の
解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
ば
か

り
か
、人
権
意
識
を
眠
ら
せ
、か
え

っ
て
差
別
を
助
長
拡
大
す
る
よ
う

な
結
果
を
招
い
て
い
る
の
で
す
。

明
治
の
解
放
令
以
後
百
余
年
を

経
過
し
、
戦
後
の
社
会
の
民
主
化

が
進
ん
で
き
た
今
も
部
落
差
別
が

現
存
す
る
と
い
う
歴
史
的
現
実
か

ら
も
、
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

足
立
区
か
ら
交
通
事
故
を

一
掃
し

よ
う

昨
年
、
足
立
区
内
の
交
通
事
故

で
三
十
一
人
が
死
亡
、
都
内
の
区

市
町
村
で
最
も
多
い
儀
牲
者
が
発

生
、
都
全
体
の
I
〇
・
五
%
を
占

め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転

車
に
よ
る
事
故
で
二
十
二
人
の
死

亡
者
が
で
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
は
こ
れ
ら
の
事
故

防
止
対
策
を
重
点
に
推
し
進
め
ま

す
。オ

ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
を
利
用

の
方
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い

よ
う
心
が
け
ま
し
″
う
。

―
オ
ー
ト
バ
イ
運
転
上
の
注
憲
―

○
速
度
は
控
え
目
に
、曲
り
角
の

手
前
で
は
必
ず
減
速
を

○
裏
通
り
の
交
差
点
で
は
一
時
体

止
○
広
い
道
路
、
交
通
S
の
多
い
享

差
点
で
の
右
左
折
の
安
全
確
認

―
自
転
車
利
用
の
注
意
―

○
裏
通
り
の
交
差
点
で
の
一
時
俸

止
○
自
転
車
を
よ
く
点
検
し
、故
障

は
す
ぐ
修
理
し
て
お
く

○
表
示
の
あ
る
歩
道
を
通
る

あ
な
た
の
年
金
は

大
丈
夫
で
す
か

昨
年
の
七
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
「特
例
納
付
制
度
」に

つ
い
て
、未
納
・
未
加
入
の
方
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
区
で
は
、皆
さ
ん
の

ご
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、年
金

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
専
門
の
相
談
員
が
ご
質

問
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日
　
二
月
七
日
(
水
)
　
午
前

十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
嶬
室

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

竹の塚センターの

一部が開館しました

完
成
を
急
い
で
い
た
、竹
の
塚
セ
ン

タ
ー
(
竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五一
一
七
)
が

一
部
開
館
し
、
二
月
か
ら
第
十
六
出
張

所
、
中
部
福
祉
事
務
所
分
室
、竹
の
塚

学
童
保
育
室
が
入
り
、
業
務
を
は
じ
め

ま
し
た
。一
話
は
従
来
ど
お
り
で
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
月
一
日
か
ら
は
心
身
陣
客
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
北
部
福
祉
事
務
所
、竹
の
塚

図一
館
、
社
会
教
育
館
も
業
務
を
開
始

し
ま
す
。

ま
た
、
心
身
陣
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

通
所
希
望
の
方
の
募
集
案
内
は
、
次
号

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
福
祉
事
業
課

足
立
区
職
員
募
集

職
種
　
社
会
教
育

資
格
　
社
会
教
育
主
事
の
賢
格
を

有
し
、昭
和
五
十
四
年
四
月
一

日
現
在
、
満
三
十
歳
未
満
の
方

募
集
人
員
　
二
名

提
出
書
類
　
履
歴
書
一
通

提
出
期
限
　
二
月
十
五
日
(
木
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
人
事
係
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ス ポーツ指
導
者
の
た
め
の

区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学

区
内
ス
ポ
ー
ツ
指
4
者
の
方
が
、

指
導
者
と
し
て
の
教
養
と
科
学
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
知
識
を
修
得
し

て
、
よ
り
一一
効
果
的
な
指
導
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
大
学

を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
(
1
)
体
育
指
導
委
員
　
(
2
)
ス
ポ

ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
　
(
3
)
学
校
教
職
員
　
(
4
)

地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
　
(
5
)
体
育

団
体
関
係
者

定
員
　
二
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
ま
た
は
、官

製
(
ガ
キ
に
氏
名
・
生
年
月
日
・

職
業
・
自
宅
お
よ
び
勤
務
先
の
住

所
・
一

話
番
号
・
競
技
歴
・
指
導

堅
を
記
入
の
う
え
体
育
課
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
受
付
は
二
月
五
日

か
ら
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　

教
胃
委
員
会
体

育
振
興
係
(
〒
圃
　
千
住
一
丁
目

五
〇
)

区
民
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル

期
日
　
三
月
十
五
日
～
十
(
日
(
二

泊
五
食
)

場
所
　
志
賀
一
の
瀬
ス
キ
ー
場

宿
舎
　
ホ
テ
ル
こ
だ
ま

費
用
　
二
万
六
千
円

定
員
　
九
十
名

交
通
　
往
路
・・・
デ
ラ
y

ク
ズ
バ
ス
　

帰
路
・
=特
急
座
席
指
定

集
合
　
三
月
十
五
日
午
後
十
時
三
十

分
区
役
所
本
庁
舎
前
集
合

申
込
期
限
　
三
月
五
日
(

た
だ
し
、

定
貝
に
な
り
次
第
締
切
)

申
込
先
　
バ
ム
ス
ポ
ー
ツ
(
千
住
三
-

七
五
　
(
(
二
-
七
九
〇
〇
)

問
合
せ
先
　
ユ
キ
ー
協
会
連
絡
所
掘

内
方
　
　
(
【
】丁
七
七
(
九

注
意
　
申
込
金
は
一
切
返
金
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

家
庭
婦
人
の

ス
ケ
ー
卜
教
室

日
時
　
二
月
十
三
日
(
火
)
・
十
五

日
(
木
)
・
十
六
日
(
金
)
午
前

十
時
～
正
午

場
所
　
ヤ
コ
ウ
ユ
ケ
ー
ト
プ
ー
ル

(
東
武
細
谷
塚
駅
前
)

受
講
料
　
千
八
百
円
(
貸
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
ス
ヶ
I

ト
連
盟
　
　
(
(

一
一
九
〇
六
五

変
更
に
な
り
ま
し
た

野
球
場
の
抽
せ
ん
会
場

毎
月
十
二
日
に
行
な
っ
て
い
る
野

球
場
の
抽
せ
ん
会
場
が
、
一
月
か
ら

ほ
役
所
七
階
大
会
議
室
に
変
わ
り
ま

し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
十
一
・
十
二
日
か

休
日
で
す
の
で
二
月
十
日
に
抽
せ
ん

会
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
証
の
更
新
を
済
ま
せ

て
い
な
い
方
は
、
至
急
手
続
き
を
。

問
合
せ
先
　
体
育
課
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( 2月5日～3月4日) け んこうお
早
め
に
ど
う
ぞ

麻
し
ん
の
予
防
接
種

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種

を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め

に
ど
う
ぞ
。

対
象
　
昭
和
四
十
九
年
(
月
以
前
生

ま
れ
の
六
歳
未
膺
の
方
で
、
ま
だ

こ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
。
な
お
、
一
歳
六
か
月
児
と
三

歳
児
の
方
に
は
通
知
を
出
し
て
い

ま
す
が
、
通
知
の
あ
っ
た
方
で
ま

だ
接
種
を
し
て
い
な
い
方
は
お
早

め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
膺
六
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
、足
立
保

健
所
(
　
(
五
五
―
四
一
五
一
)
　

千
住
保
健
所
(
　
(
(
(
1

四
二

七
七
)

幼
児
の
た
め
の

歯
科
検
診

対
象
　
二
歳
半
ま
で
の
幼
児

日
時
・
場
所
　
千
住
保
健
所
・・・
毎
週

金
曜
日
　
足
立
保
健
所
・・・
毎
週
火

曜
日
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一

時
三
十
分
か
ら

費
用
　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
千

住
保
健
所
(

(
(

八
-
四
二
七
七
)

、
足

立
保
健
所
(
　

八
五
五
!
四
一
五

一
)

早
期
発
見
の
た
め
に

成
人
病
検
診
を

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
人
病
疾

患
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
検
診

(
フ
ル
コ
ー
ス
)
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
受
け
く
だ
さ
い
。

対
象
　
区
内
に
お
住
ま
い
の
膺
三
十

歳
以
上
の
方

日
時
　
毎
週
木
曜
日
午
後
一
時

費
用
　
五
千
円

申
込
方
法
　
一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

菜
務
第
一
係
　
　
(

五
五
一

四
一

五
一

妊
婦
さ
ん
へ

貧
血
予
防
講
習
会

日
時
　
二
月
十
九
日
(
月
)
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時

内
容
　
妊
娠
中
の
食
事
の
と
り
方
、

調
理
実
習

費
用
　
無
料

場
所
・
申
込
先
　
東
和
保
健
相
談
所

六
〇
六
-
四
一
七
一

犬を飼う方へ犬
の
事
故
を

防
ご
う

最
近
、
無
一
任
な
犬
の
放
し
飼
い

に
よ
り
、
大
人
や
子
供
が
犬
に
か
ま

れ
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の

こ
と
を
守
り
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
(
年
一
回
)
と
予
防
注
射
(
春

秋
二
回
)
は
忘
れ
ず
に

▼
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

▼
敵
歩
中
の
く
さ
り
は
短
か
く
持
つ

▼
敵
歩
中
の
糞
の
後
始
末
は
忘
れ
ず

に
▼
愛
犬
を
や
ひ
を
え
ず
手
放
す
と
き

は
保
健
所
に
連
絡
し

、
他
人
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
処
置
す
る

ま
た
、
子
供
た
ら
か
犬
に
か
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
大
人
の
方
は
次
の
こ

と
を
守
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
知
ら
な
い
犬
に
近
づ
か
せ
な
い

▽
犬
を
見
て
急
に
逃
げ
た
り
、
か
け

だ
し
た
り
さ
せ
な
い

▽
犬
が
も
の
を
食
べ
て
い
る
と
き
は

大
声
を
出
し
て
お
ど
か
さ
な
い

▽
隣
近
所
の
犬
で
も
、
で
き
る
だ
け

手
を
ふ
れ
さ
せ
な
い
よ
う
気
を
つ

け
る

な
お
、
野
犬
の
捕
獲
は
、
東
京
都

東
部
犬
管
理
事
務
所
(
　
(
〇
一
〒

四
四
二
四
)
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
(
　
(
(
(

一
四
二
七
七
)

、
足
立
保
健
所
(

(
五
五
一

四
一
五
一
)

座
敷
犬
も

登
録
と
注
射
を

最
近
、
「
室
内
で
飼
う
小
型
犬
も

登
録
と
予
防
注
射
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
狂
犬
病

予
防
法
の
た
て
ま
え
か
ら
、
ど
ん
な

犬
で
も
必
ず
登
録
と
予
防
注
射
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
は
毎
年
一
回
(
四

月

～
三

月
)

、
予
防
注
射
は
春
と
秋
の
二
回

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
衛
生
係
ま
た
は
お
近
く

の
保
健
所
へ

区
内
に
本
籍
が
あ
る
方
で
、

戸
籍
の
謄
抄
本
な
ど
戸
籍
に
関
す

る
証
明
書
が
必
要
な
と
き
は

区
役
所
本
庁
舎
、
第
二
庁
舎
ど

ち
ら
で
も
と
れ
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
戸
籍
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
戸
籍
課
へ
。

お
貸
し
し
ま
す

住
宅
修
繕
資
金

住
宅
を
修
繕
(
増
改
築
を
含
ま

ず
)
し
よ
う
と
す
る
方
で
、
資
金

調
達
に
お
困
り
の
方
へ

修
繕
資
金
を
お
貸
し
し

ま
す
。

資
格
　
▽
現
在
住
ん
で

い
る
住
宅
の
修
繕
で
あ
る
こ
と

▽
区
内
に
一
年
以
上
住
所
が
あ

る
こ
と
　
▽
申
込
時
の
年
齢
が

澳
二
十
歳
以
上
膺
六
十
五
歳
未

満
の
こ
と
　
▽
連
帯
保
証
人
を

一
名
つ
け
ら
れ
る
こ
と

融
資
額
　
二
十
～
(
十
万
円

利
率
年
　
(
%
(
年
三
%
の
利
子

補
給
を
し
ま
す
の
で
実
質
負
担

は
五
%
で
す
)

償
還
　
五
年
以
内
の
元
金
均
等
制

月
賦

申
込
方
法
　
ほ
民
係
に
あ
る
申
込

書
に
工
事
見
積
書
、住
民
票
、

納
税
証
明
I
等
を
添
え
て
申
込

む
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

土
盛
資
金

道
路
整
備
や
地
盤
沈
下
に
よ
っ

て
現
在
お
住
ま
い
の
家
屋
が
降
雨

時
に
浸
水
し
て
困
っ
て
い
る
方
の

た
め
に
防
除
賢
金
の
一
部
を
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

貸
付
限
度
額
　
五
十
万
円
以
内

貸
付
利
率
　
年
三
・
六
五
%

償
還
方
法
　
半
年
据
え
置
き
。
四

年
以
内
の
半
年
剖
賦
返
済

申
込
・
問
合
せ
先
　
環
境
課
管
理

係

掲
示
板

お
す
み

で
す
か

特
別
区
民
税
第
四
期
分

特
別
区
民
税
の
納
期
限
は
す
ぎ

ま
し
た
が
、
二
月
中
は
ま
だ
、
銀

行
、
信
用
金
庫
、信
用
組
合
、農
業

協
同
組
合
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

。

な
气

納
税
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
、
納
税
課
へ
ど
う
ぞ

。

所
得
税
等
の

申
告
説
明
会

所
得
税
、
事
業
税
、
住
民
税
の

申
告
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
二
月
五
日
・
・
・
亀
有

信
用
金
庫
竹
の
塚
支
店
(
伊
興

町
見
通
一
五
二
五
)
　
二
月
六

日
…
西
新
井
税
務
署
(
栗
原
三

-
一
〇
-
二
(
)
　
二
月
七
日

・
・
・
中
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
関
原

一
〒
一
〇
-
一
〇
)
　
二
月
(

日
・
・
・
荒
川
借
用
金
庫
足
立
支
店

(
梅
鳥
三
-
四
三
-
一
六
)
　
二

月
九
日
…
西
新
井
税
務
署
　
二

月
十
三
日
・
・
・
足
立
税
務
署
(
千

住
旭
町
四
―
ニ
ー
)
　
二
月
十

四
日
…
区
第
十
(
出
張
所
(
中

川
四
-
四
三
一
四
)
　
二
月
十

六
日
=
・
東
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
東
綾
瀬
一
-
一
五
-
一
七
)
　

二
月
十
九
日
・
・
・
東
海
銀
行
竹
の

塚
支
店
　
(
竹
の
塚
一
―
四
一
―

一
〇
一
)
　

二
月
二
十
日

・
:花
畑
セ
ン
タ
ー
(
花
畑
四
-

一
六
-
一
三
)
　

時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
二
時
～
四
時
で
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
署
(
　
(

(
(
上
{
二
四
}
)

、西
新
井
税

務
署
(
　
(
四
〇
i

一
一
一
一
)

二
月
は
固
定
資
産
税
第
四
期

分
の
納
期
月
で
す

貸
付
受
付
中
で
す

住
宅
金
融
公
庫

住
宅
を
新
築
、購
入
ま
た
は
増

改
築
を
さ
れ
る
方
に
対
し
、住
宅

金
融
公
庫
で
は
賃
付
け
を
受
付
中

で
す
。
と
利
用
く
だ
さ
い
。

現
在
受
付
仲
の
貸
付
　
大
型
住
宅

建
設
賢
金
(
匸
一
〇
～
一
五
〇

平
方
㍍
の
住
宅
を
新
築
さ
れ
る

方
)
、中
古
マ
ン
シ
ー
ン
購
入

資
金
(
鏤
築
後
三～
十
年
経
過

の
中
古
マ
ン
シ
'
ン
を
購
入
さ

れ
る
方
)
、
住
宅
改
良
資
金
(
増

改
築
、
家
屋
の
嶐
繕
な
ど
を
な

さ
る
方
、
個
人
特
別
貸
付
(
公

共
事
業
等
移
転
、
公
営
住
宅
立

退
、公
庫
融
賢
宅
造
地
等
譲
受
、

災
害
等
に
よ
り
住
宅
を
新
築
さ

れ
る
方
)
、
財
形
住
宅
賢
金
(
住

宅
を
新
築
、
購
入
、
改
良
し
よ

う
と
す
る
方
で
財
形
貯
蓄
を
行

な
っ
て
い
る
方
)

申
込
受
付
期
限
　

い
ず
れ
も
二
月

二
十
八
日
(

水
)
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
住
宅
金
融
公

庫
(
文
京
区
後
楽
一
-
四
-
一

〇
　
(

匸
T

一
一
コ
)

職
業
訓
練
生
を
募
集

講
習
内
容
　
通
商
産
業
省
認
定
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
修
理
技
術
試
験
受

験
者
の
た
め
の
単
備
講
習

日
時
　
二
月
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
に
六
日
間
実
施
(
夜
間
)

受
講
料
　
千
円
(
尹
そ
ユ
ト
代
共
)

申
込
受
付
　
二
月
七
日
～
十
四
日

場
所
・
申
込
先
　
足
立
職
業
馴
練

校
　

六
〇
五
上
(
I

四
六

区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
夕
ベ

日
時
　
二
月
(
日
・
二

十
二

日
(

木
)
午
後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
体
育
館

費
用
　
無
科

問
合
せ
先
　
足
立
区
フ
ー
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟
　
　
(
(

一
一

九
〇

六
五四

月
入
校
生
を

募
集
中
で
す

職
業
馴
練
校
で
は
、
四
月
入
校

の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
義
務
教
育
修
了
者

(
科
目
に
よ
っ
て
は
、高
卒
程

度
の
学
力
を
必
要
と
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
)

募
集
期
限
　
二
月
十
三
日
(
火
)

選
考
日
　
二
月
二
十
一
日
(
水
)

訓
練
期
間
　
一
年
ま
た
は
六
か
月

そ
の
他
　
科
目
お
よ
ひ
募
集
人
員

は
各
馴
練
校
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、
直
接

次
の
各
職
業
訓
練
校
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

◎
足
　
立
　
六
〇
五
上
(
I
四
六

◎
江
戸
川
　
六
五
三
-
匸
三
一

◎
亀
　
戸
　
六
(
三
-
○
三
四
一

◎
赤
　
羽
　
九
〇
九
一
(
三
三
三
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